
〇 〇 〇
公 平 争 行
募 成 議 う

平 型 十 行 事
成 プ 三 為 務
十 支 ロ 公 年 の 公 所
三 ポ 度 通 の庁
年 ー 北 知 所

告九 ザ 海 在

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
北 土 公 道 道 公 知 知
海 地 有 路 路 共 事 事
道 区 水 の の 測 権 権
指 画 面 区 区 量 限 限
定 整 の 域 域 の に に
試 理 埋 の の 実 係 係
験 組 立 変 変 施 る る
機 合 て 更 更 の 保 保

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 道 土 土 土 土 大
事 営 地 地 地 地 規
権 土 改 改 改 改 模
限 地 良 良 良 良 小
に 改 区 区 区 区 売
係 良 連 が の の 店
る 事 合 管 定 役 舗
保 業 の 理 款 員 立

第

〇 〇 〇 〇 〇
平 特 特 産 一
成 定 定 業 般
十 非 非 廃 競
三 営 営 棄 争
年 利 利 物 入 告
度 活 活 処 札
砂 動 動 理 （
利 法 法 施 物

号

毎
週
火
・
金
曜

月 示 ル 告 道 表 地
二 の 改 の
十 実 良 変
一 施 普 更
日 及 の

員 届
資 出
格
試

金 験
合

曜 格
者

関 の の 及 通 安 安（
の 事 免 び 二 知 林 林
住 業 許 供 件 の の（
所 計 の 用 ） 二 指 指
並 画 出 の 件 定 定
び の 願 開 ） の の
に 変 始 解 解
二 更 除 除
級 の の
建 認 予
築 可 定
士
試

安 変 役 す の の 地
林 更 員 る 変 就 法
の 計 の 土 更 任 附
指 画 就 地 の 及 則
定 の 任 改 認 び 第
の 決 の 良 可 退 五
予 定 届 施 任 条
定 出 設 の 第

に 届 一
係 出 項
る （
管 変
理 更

採 人 人 設 品 示 目
取 の 設 の の
業 定 立 設 購
務 款 の 置 入
主 変 認 に ）
任 更 証 係 の
者 の の る 実
試 認 申 許 施
験 証 請 可
の 申 申
実 請 請
施 書 次

の

日
発
行

日 の
決
定

（ （ （ （
地 農 労 建
域 業 政 築
産 改 福 指
業 良 祉 導
課 課 課 課

験
事
務
及
び
木
造
建 （
築 建（ （ （ （
士 都 砂 道 道 設
試 市 防 路 路 部 （ （
験 環 災 整 整 総 治 治
事 境 害 備 備 務 山 山
務 課 課 課 課 課 課 課

規 ）
程 の
の 届
変 出
更
の
認（ （ （ （ （

土 土 土 可 土 土
地 地 地 地 地 （
改 改 改 改 改 地
良 良 良 良 良 域（

治 指 指 指 指 指 産
山 導 導 導 導 導 業
課 課 課 課 課 課 課

内
容
の
概
要
等（

資
源 （
エ 廃（ （
ネ 生 生 棄
ル 活 活 物 （
ギ 振 振 対 人
ー 興 興 策 事 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ）

八 八 八 八
二 二 二 一

北

次 海

の平 道

と成 告

お 示

り年 第

一９
般月

を ） ） ） ） ） ） ）

八 八 八 七 七 七 七
一 〇 〇 九 九 九 九

三
４ ３ ２

こ 施 長 も
の 行 が の 出 出 経
規 期 規 と 資 資 営
則 日 定 し 法 法 状

） ） ） ） ） ） ）

七 七 七 七 七 七 七
八 八 八 八 八 六 五

二
１ め 閲 が と

つ 説 内 、 覧 、 な
い 明 条 容 こ 又 北 っ
て す 例 の は 海 た
規 る 第 規 そ 道 こ

） ） ） ） ）
電話

ペ
七 七 七 七 七 ー
五 四 三 二 一 ジ 印刷

〇
一 ◇ 北
規 北 海

趣 則 海 道「
北 旨 第 道 公
海 十 公 安 道
道 六 安 委 公

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
特 建
定 築
調 基
達 準
契 道 法
約 教 に

競 号

札
入
争日

告
下

以
い

と
」
札
入

は す 、 人 人 況
、 る こ 等 等 を
平 こ の の が 説
成 と 規 情 保 明
十 と 則 報 有 す
三 し に 公 す る
年 た 定 開 る 文
十 め に 文 書（
月 第 る 関 書 の
一 五 も す の 公
日 条 の る 公 開
か 関 の 事 開 に
ら 係 ほ 務 に つ

定 文 二 則 の 公 と
し 書 十 を 写 安 か
た 及 七 制 し 委 ら
び 条 定 の 員 、（

第 条 第 す 交 会 北
二 例 一 る 付 の 海
条 第 項 こ の 所 道
関 二 の と 手 管 情
係 十 規 と 続 に 報
） 七 定 し 、 属 公
。 条 に た 費 す 開
第 よ 。 用 る 条
二 る の 出 例

情 号 委 員 安
報 ） 員 会 委
公 会 の 員
開 の 所 会
条 所 管 規
例 管 に 則
の に 属
一 属 す
部 す る
を る 出
改 出 資
正 資 法
す 法 人

公

布

さ

れ

た

規

に 育 よ
係 庁 る
る 胆 道
落 振 路
札 教 の
者 育 位
等 局 置
の 告 の
公 示 指
示 定

実
を
）
。

う

示

。道

る海

す北

施

七 知

一

堀
事

施 ） か の つ い
行 。 事 処 い て
す 務 理 て 規
る の に 規 定
こ 処 つ 定 し
と 理 い し た
と に て た （
し 必 は 第（
た 要 、 第 三
。 な 北 四 条

事 海 条 関
項 道 関 係
は 警 係 ）
北 察 ） 。

項 実 負 資 第
の 施 担 法 二
規 機 そ 人 十
定 関 の 等 七
に が 他 に 条
よ 定 必 提 の
る め 要 出 規
出 る な を 定
資 出 事 求 に
法 資 項 め よ
人 法 を る り
等 人 定 文 、
が 等 め 書 北
保 及 る の 海

る 人 等
条 等 の
例 の 情
」 情 報
が 報 公
施 公 開
行 開 実
さ 実 施
れ 施 規
、 規 則
公 則
安 （
委 北
員 海

則

の

あ

ら

ま

し

也
達

海 本 。
道 部
警 長
察 が
本 行
部 う

有 び こ 範 道
す 経 と 囲 公
る 営 と 、 安
文 状 す 文 委
書 況 る 書 員
に を た の 会

会 道
が 公
実 安
施 委
機 員
関 会 八

四
八 八
三 三

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



６

入。札交交

第う入

札）説
書 の 保第明付付 条
証

の場方 ７

付所法 びか の交 及条 金
納

北 海

５
入保

下 札金 札

入開開入以証

保 札札札にを

証費 日場日加付
消 参納

等 時所時金よる
税 しす

道 公 報

２３４

道約海札入

入次契北入

にい成が条道執

札の平
行項札行札 参ず

市場場

加れ年うを幌の

海名す中所

すに北指示

者該道競場央及所

るも

第

腕調男女ペ達
調納納

イ

時す

時達性性アを入入

時時計る期場

計を用用

物品日所

る計計物

す

号

１
札調

入ア

平に達調

成付を達
十すすを
三るるす
年事物る
九

関 海第 付に 北ら 項品物

の道す北北電 免

場 務 除条る海海話の 財

総号所 規
、ま事道道番

付の幌務で 則
納で項札

交 方定市部

す 和
法め中人－付 昭
等る央事

る はと区課

、こ北。 年－

北 地ろ３

す。
と とと

」 うこ

者
う 海成ににる

い 北平
同同。 道

。。、
） 庁年じじは
相 別

日者
額 庁５の

当 館月そ

午見
含 の

を 舎

む

当告争所区び

。 階後積

３時北

必す示入北日

に

に条海

要る第札

なこ
にし６札

資と号関西道

定指目市

規て丁幌

格。

停海区

るを北央

す名中

等

のさ総３

品止道北

物

様成途

数仕平別

のの

品
量

指 等

す

個個組年示
及

説日所

札８場

入月る

及９
書び

明

月等品

二のの

十名名

一称称

日

量
数

び
及

金

曜

海

６ 規内 自よ西 道
方に条

第
法。丁 則線 治る

施目

行－

号 令
。

和下
昭以

） 共１も

令規
政務

年財

た
の 用時っ

会
議分契

に
額５
金の

室約分
び額
及る
税す

費当
消相

入て部西

購れ務条

地以

課目

資な事丁

のい人７

こ
る
す。
有と
をこ

格い

る
よ
に

書
様

仕
び日

。
と

。

日

」
第則

条

）い
号と

北

廃第な 海

お 道

、 項 棄
告

産 の 物 こ詳

示

業 規 の の細

第

廃 定 処 入は

に 理 札、

棄

税札
費入
消の
方上

の入

名所

捨税相者契

イアイ

す札あに

て事当落で約
す在 金者る者る関

た業
額で金とか

落額

提開に入る

そ号ア

のの札 出げ金を

札掲札

場入に算

時決 る額加

８９

札提

落財て契要入入

っ

者札書参参

務 札入約札

則 の作加加出

規

の込望期

第 決有成申希

７

定効

ににに

等便報

便郵電

郵

よ 及 るるる

よよよ

物 号

理 、 清 行説処 り び 執札

設 業 に 、書施 産 掃 は明

す 話開よ設 廃 関 電公に
る。許 物 る 番する置 棄
理 律 。可 処 法 号

申 施
書 設 昭 －請
設 和

称地

）あ額な申る

－置

入た出務

をるをっし事
北郵

っ免札者るを

もか

と当海便

て税書はこ担

記落。す道番

落事に、

務

価者載札る総号

札業
格です決組

とある定織部

するこ後の人－

るかと速名事

のを。や称課

及るた

おに 札係し

に定
額

てた び消金

い当 所他
２て 郵北の税

、っ こ費
告の該

には 便海公等当
入 号総に取金

規、 番道

す札 務定扱額

定

部めいに る書

事入円

資に －人る１

格記

課札未 を載

方な要書者
提、 第 法入否のは限 条

の限に平 項に出次 １札
規るよ成

。り

に
）所年 定
し定

日 定
者入１ り
たの月 よ

落参 め
を札

認認
はは

札札札

入入入
。。

いい
なな

めめ

許 年以
下 可 法
律

請 内請 第申 申

線が書
」 号あ
っ
い 以た －と 。
。う 下

。

で問か及

内 と

の 」

） 法

入ず消所海

、わにび北

に見税地札

札、費在道

課中

加もの市

参積等幌

者契事区

るた税央

すっ

で条

、金者３

は約業北

有さ に満
費のあ西

消額

なた 海す端

しれ 北関の

者額 札条が

い金 道る数

し当 市にる

のに 幌件あ

入金 央反き た該 中違と

、の 北た、 札額 区しは

３入そ 財 条札の

予
札加月 た

西は端 分 務

格
す書 価

と込 定
者申）

の

す 限

出 制
。提 の

るを

最
で

。 内

と 囲

こ 範

る

七
二

等 第

要 ）

概 。

の う

容 い

は

る６

、

税

か丁

係税 の に免目 分 等

事 る

５ 則 ６、数 の 規

課に業

目効額 に 第 丁無金
相 とを

低

。
各るすり

す切 条当

も
を

格
価

の



立 北

特の 海

定認 道

非証

所庁

告 及意地

平 営の 示 び見域

成 利申 第 施書政

十 活請 設は策

三 動が の、部

年 促あ 号 種北環

九 類海境進っ

北 海

３

縦平見この意

イ律意境
全書

美覧成昭書の保見

和の産 唄の

提業上に 市期年

見、

市間９年出廃のは

律物地意

民月法棄

部

道 公 報

２

廃産燃、第縦

ハず法ア
覧北 棄安業え繊

場道

物定廃殻維条の海
所空

の型棄、く第

泥、及知 項 処最物汚ず

処理、金び支 及 理終処

及

第

唄業

申平申美有産美産

会廃市廃

請成請唄限業

者市 年

茶物

月年の字社棄字棄

央処志処

日９住チ道物

３、シ油理内理

月所ャ

号

の

お成請

と平申

の
次１

り
る月

あ９要

で年概

。
日

月 を道生法た

二 記知活の

十 載事課平で

一 の）成、

日 同 上郵に

生番成法第

、便平年条
律２ 活号
環年第項

金 ７の 境
の－月号規

曜 ５）定 保

日第に 全

理ら書

生日第処か見

活か

施のを
出 ） 境同設意提 号 環ら

設書す に 課年の見

規

に提者 定 月置をる

す
休 ましす氏 る 日関出の

を利こ及 日 で、る名

廃属時庁 び

除 日害とび

場設油く間地 第 び分施

清
掃及にず項域

ガ規策

にびおタ、に政

理てルラ定部

関管いー

る境

る型処ピスす環

す

すチず申生

法最理ッく

課

施処る類及請活

律終
業限陶等

行分産にび書

）廃る磁の

令場

施 日名ュ設施

設 称ナ処設
公設地種

及イ理の番の

び

類 社置 代
表番の、

者地代場

の表所、

氏取

名締、

役

請長

申社

日 よ 上
見見）第公

の岩月条り

か市で項す

地沢ま１告

の条到規。

ら８にのる

るよ

見５すに

意西着定
次

述う、

記目より

を丁

関が住
る海出の

す北提

並 。 前日係で所 く 午曜

時土有るび ） ８、をき

曜す。に

は廃

か及者業

分日る産

後民北物

午国、棄

らび

知施

時祝道理

５の海処

日

昭棄。器縦午
分に事設

、ずの９

和物）く覧前

の
プ鉱所か

年種廃、場時

い時午

令ラさ、ら

政類
チ間後

第ス
ッ及５

）クび時 号

類期

くで 条紙ま ７、間分 第

は司

又隆

所
住島

の平

者

と

堀
事
知
道
海

北

）
名
氏

知こり

と空るお

こ道す

４

。
支と設

。

にの

利
営 の
非 請定

申特

場

る活置

です生設

ま関
３

法環
非 請た款 定

申特代主定

ず 第

利事記 営 のるに 表

、
２

、く ロ木 号

非 請た款 定
申特代主定

利事記 営 のるに 表

事記
るに 表

た款

代主定

１
也

達
定

成申特

平

請

っ活
あ 月利

９営 の

年非

日称
名 月の

年人
法 た
動

支と成ヌ

障ノ活進平エ
ピ

害ー
者マ援福

務載 者 あ

にラ活祉年ー

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

行平千金北

日称名地的
道会

耐い成歳浜海本

忍

め 、、

載 者 あ

技地年い哲千は

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

平在谷北

日称名地的

名

の

て増成宅川海こ

しの

福道 の進

務載 者

文に年祉佳旭法

在目

氏所た
のれ

の所さ

大北るをて枠び

名地的

と域

村海こす柱、に地

てす涯らと

道のべと生

活
あ

祐伊法

っ
称

名 月の
年人

法 た

日動
き
成び

平ひ
日

月ー

対イ動の８オ

年の

な

しゼ等向

、ーを上

いョ施図

めシ実を日菜

もと

るの、こ

ぷンしる

同念っを

共理

七 作のて目

三

者す

所と象と

業も対的

ぷ朗歳、
事作のる

を、

務

を福月る市義

術域８
の自 理祉

と向ヶ育

念の日会由教
丁後

てに３了

し上丘終
在

在与目の

、寄
宅す

身

介る番宅

護こ

之川人
支を障

等と号体

的与月会市は

化寄８の
ま７、 、す
ここ通齢

国る日ご条高

をサ丁・

的とろ８者

際

会

ま目ー目社

な
ち的ビ

くす旭地弱

づとス番的
者 りる川

にわ連
医ン主

と。セを

人シわれ携

子達人のる

て

末、々ュたなし

市は

イ自主上

永新にタりい

いしナ由体記

町し対
の意な育

生てーな的教

藤方学教志人活

須き、

持形の

ビや問育を格動

神芸実ち成実

ル精とを

携に

階的術践、に践

３

月
８村

成とし民

業地。

堀
事
知

道
海

北
日

と及活

点動生

拠活域

業 援目害
、

て生促

しびの 知

事すび

動と及

活的者 ー対

療タな
を。的

業る

か
祉、

福愛

・に

食象

・ いそやるな

長深、族わ
文と環

願人れ異こう

を

と

て理通化、境

っ間を

也
達

い解じの及



７
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

北 海

載
記

に
款

定

道 公 報

６

る 表 非 請た 定
申特代主

動 っ活務 者 あ利事 営 の

第

５
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

代主定

平た款

成るに 表
十

事記 三者 年務載
九

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

に

平北小札第の身

日称

のる障

成海野幌３こあ

道市サ
人たを

年音中ン法人害

区ーはちも

９楽進央ト

市市テ

的
目

た
れ

さ

月療

ホこよ対民民ィ

るるも
対手り

スとう象にの創

基尊含しにに

ピをにに

の所
ケ本重めてよ寄

ス
在 月の氏所 年人の 法 た

る平市松札

日称名地

名

市

、事。成民本幌

うを

と 子業

８に弘央

育と年共克中

の所さ

支、月創区

てし

の氏所た 年人のれ 法 た

要

日称名地的

名在目 月
イ々海こな

業平ラ佐北

フ木道の支

を成

行

歳人、

い年ヘみ千法援

公月プ市は若

、８ルき

の所さ

月のれ 二

所た 十

在目

氏

一
日

井海こ

笹北
名地的

金

み亀法
道の

曜

南ビ、とつ

郡は

よ田人

た

日セ２ル医連人

３法

・をち

ン条４療携
祉り心

ー７福取の

タ西

能

６野が機

目分な身

丁

や音持

地人、維

番のら
活善

楽を改

号音楽、

４

よす

アとしたホる与

療

援アピりる

とし支ケス

と

、そすのス良こ

は、

ロア医を

そのるプケい

人らえグを療目

の人考

げ福と

のし方ラ広と的

人あでる祉す

苦いでム

実。

を生りあたのる

痛
まそ。の現

全を、るめ

る南
的っのこ事と

人

援地

西

在のス条

や域日ホ１

宅福ピ

支祉ス
の１

、動ア目

援活ケ丁

齢寄会番

高に
者与

、い
甲を
き事
生る
のす

ち北 益

せ１域き

の日と栄地働
社

に目民が

上丁住手

向

へ 寄

家で

与番の会

す
と活し

こ生心

る号庭安

的む躍

目営活

ををて

日

桜び
字及

町者
飯齢

七高
供
町子
に
し 地対 番
、

活

にし生

法用、

に
祉
福

款類

解心の

理て

北

特のの 海

定変追 道

非更加 告

営）

定

示 款

利まの 第

活し認 に

動ゅ証 記

の法をミ

にと人の業コ
いニ

和で家人行ュ

緩う

、、

すき族は

る 表 非 請た 定
申特代主

目

利事 営 の

９

りす
くと
づ的

非 請た款 定
申特代主定

たで

利事記 営 のるに 表

。必よ

るにる

すめき

と
８

非 請た款 定
申特代主定

す
関

利事記 営 のるに 表

事
る

促うの 載号

はが れ法里請

さ進の申
にた

成員っ 目

平役あ た
的

域律る、

法すで

年関の

７更条

こ生福第変同

常

あ

法上の号、第

の活祉

の 法 たの所 動 っ活務 者
名地

名在 月の氏所 年人

幌

かに的平ア石札

日称
タ市

りよと成フ黒

、りす

載 者 あ

地、る年ー惠南

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

札杉札と

日称名地的

名

ま

創成幌森幌こ、

の平

市の 造

洋白法た

さ 動 っ活務載 者 あ

と年

所た 年人のれ 法 たの所

称名地的

名在目 月の氏

香と

平留原北びの体

日

の土りの

成萌田海こ郷

市道

質る

年文丈留法文が連

向）わ５

上を
向と
のこ

くに

は種上第っ項

人の
、々に
与第蘭い

障の寄条室お
特準

児援す３はて

害支
者関この定用

・にる項

を定営る

おすと規非す
活第

び事目に利法

よる
そ業的よ

のをとり動

９ス子区
家行す、に条

ー駒

社っ月ク真

域も。

会て

町

文豊運緑

の心日ル内

興社丁

振な会２

化か営

ち創番

まの１

と会目

づ造

９子石人、
り寄
くに号

菊、作

展月区は創

発
に

活

与４楽現

寄日水音表

丁心に

る１中動

す条を
文

を４する

と目とよ

こ

社化

目番る

的

化す携
す教芸

と号会・

市はのるを

９化三萌人

め

６議錦、保ま深

月会

４萌継づ、

日町留存ち

目民、り萌

丁市承く留

番たれ関域

１の優に地

めたわに
し

文術事ざ

号の芸る根

的
と目

の化をた

化文業

及
普。
法る

療す
楽と

音
た

の

七め

四

族いる次係第

づ
境
環

の

もと事項

に、。のる２

てりの規

しっお業の

対

進す
を与

日地定種定

て

育術
と目
こを

る事
める

るを
め興
進振

。をの

る

成鑑い色

育の行特

こは

種文

創等異る

と賞、あ

寄
に

り
く

及化団化

造文

す
与



２３

験試試砂

試試

平 地利

成

験 及験の

十 び採

三

試験取

年

験場科に

九 関

北 海

主１ 北

砂任 海

利者平試 道

採試成験 告

期 取験 示

法を年日 第

次９及

昭の月び
試 和と 号

お日験

道 公 報

２
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

号

に１

公成申

り平
よ

請 告

あ 。月
る９の

す年

っ 日

月 す 場

二 所地所目る

十 法

一 令

日

室票

幌市根験

札萌び受

函内よ

、稚市に

市、

金

市、受

館市り

曜

江走者

、網験

第す
律施

法実間

年り時

る平

号。成

）

実第年

現

項

ざ１日

め第９

を条月

す

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所
本い

的平わ伊北合

日称
く道会、

と成っ藤海

す

蘭、る

る年室光室は明

所さ

月市高く

。８蘭男

目

の氏所た 人のれ 法の

人ら制と

称名地的

名在
田海こたしを世

ま合北

立的

ゅ道のちく確界

し

ふ豊し遺

う秀上法を、

郡はくか、産

の雄川人

成
平

日
月

年
た

里 月
８

年

日

す

、室知

町、通

差市に

町浦
安、。

知市る

倶蘭
市広
沢帯
見、
岩町
、河

と規）

この金

旭、
、市

目に前

を定午

的よ北
知ら

す、道か

とり海時
午

。成事正

る平

宮齢、

利
砂
度で

年堀ま

自者

森の齢

日の者高

８

目連さ

丁とや

４立に

町
帯し
促、

番をい

を

相長
、な
しか

号進豊

老社自域持

弟、むに地
しコ町

屈人会立のつ

子

し

朝は成たミと

町を構
め一宅ニて

日じ員在ュ
活ィ境

丁、人生テ環

１

保

４ま人がーの

目さ一
ま人き成全

番ざがで形

と介寄図

号な間るにを

釧

堀
事
知
道
海

北
日

５

障

１
留及
、市
市路
川

規

出大名株代北大

届氏
模会取道模

事規式表海
役樽売

の小社締小小

項

１

務
業也

取
採達

概売ア

り域 北

大大なの月 海

平 規規お生 道

模模、活日成 告

小小同環ま 示

売売法境で年 第

店店第のに９

舗舗８保北月

７８

けの
助会
に社
互寿

年
験 真影

写撮
に受そ

し護与る
札日手の 手月

自援るを

をて支す事

害

５６

つ分体事目

持

に

期験９

付受第

受提式

也
達

びる

及書よ

間出願

４

採
の願

利）験 砂。
む受

ル西稲舗

要店ー市店

書

称

設ア５名

を・穂の

舗

び

す博目及

置イ信丁

る
名
氏号地

の８在

者番所

は
又

立の条持海 号

置２た後

地設第の道日

者項め志

法
成ら規慮庁

平かの配支

変定す小

法に基き商

年更にべ樽

第いき項労

律つづ事工

て、に働

と氏数

型、

号届当つ事

験年
受び

、及料他

し名

験労済

願齢受と受工経

提記、に働部

験 書をし
数 出載受関資

手

て光エ

料 前し験し観源

６た願

かも書不）ネ

時採。

付利と

受書砂こ

規なあの
者

業

間類取）

も録

及 成定おる登

平日
す、 び
休送にに

国 年る郵の等

民
を場りす

の 月日の限関

る先 す

出 関
に提

取

祝 １

希る な

験す 的受出 術
技

に。
地と 項

望こ 事

び
並

所
住
び
及

称
名

所 基

に

七 法

五

所

）出該い務

っ
あ

に
人

到

則あ規意に

附が大て
す

５た小を着

第っ模見

海

第店する北

条。売有

知

項を者う道

１舗るよ
す

規置、出事

の設は提
にこ

にる面る堀

定す書

月のの明課ル

よ者

以で所な、ギ
志課 ） 内あ定点後ー 円
こにあ支に は にる欄が

会 北

影とこる庁照 、 撮

をき樽す 海

し。れと小
こ 収

正はは商る 道

た）
上付最労と 入

面り、工

るり事 紙

半け寄働。 証

除合受る

像この務 で

身

にくはけ規

日 日
））平け

関 月。、付則

す

。和

る かの成る昭

法 ら午
前年 律

年 日９
昭時月通
商 和 火か

）ら日産

年 ま午業

在 礎

５）令 法 で後火省

及の

木庁

土支

なる

的す

学工 工商 川部 河済

び経

の
者

表
代

は
て

関働 に労

で達

、そりが

りがよと
る也

の周成き

次の平

と辺

付

でと支所 納

お地年。

北 る

そ経は す

、。庁又

面の商道

裏部海 も

の済

律
第 土時ま第

で 曜
日分の号

日で印） ）
、ま消。 号
曜に。の様

に を

課 項

） 事

光 る

観 す
含提



イウ
大 大

駐 規駐 規

輪 模車台 模

収収

売売のの

小小場場

店店

北 海

ー 佐成

ハ峯ブ

ル木幌

ツ々田札
ク

夫要ッ

道 公 報

記大表氏マ道 平上代
ア

成

規者ッ
ク 名

９変小氏又ス 年の模の

に店並リ は 月更売名バ

第

大大び変

及
店更更す

規規閉変変更

）年

小小時前後る

模模
店開閉開閉月

売売刻）

舗舗店店店店日

店

号

小北変

平樽海更

成都道し
十市小よ
三計樽う
年画市と
九

の台台

舗舗容容

稲稲す

配

舗の

店設

の施数数

内

る

計す

合関

のに

積置

面

目北目北条
タ

ン
セ

項
事

東海２海３海東

北条北

海

道番道番道 道

小７札丁 札丁小

市１

幌目樽号樽号幌目

東番稲長東番

市１市市

穂橋区２ 区
北号４２北号

丁丁

ュ

るにに称北 日係舗び名

時北８ のい店

もお開海
道西 外小刻住海条 以て
の売及札

市目 項を閉幌丁 事業び
刻所央番 う時中１ 行店
者区

刻

のに時時時時

北号 の

午

のて
設い

施お刻刻刻

売前後前後

運小午午午

営

９ 方業
に行

法を時時時時

るし

す者だ

関うた

事マ、

月北穂る

二地５事

十区丁項

一第目

日一
発

開
再７

種番

金

業
事

曜

開
再

午午午

樹成
卓

羽戸

鶴出

前前前前

午

７

名
氏

午午午午

時時時時

氏悦 名者 は表田 又代反

時 及店 所開 住
、名生 称

間

項ッ年

に閉 人
法刻 び

ク
ス

海時

北９

ュ前

リ午

バ日

道）

の
）
み
の

日

就の就

次

物
築

建
設

施
発

成任別任

地と平退

土の
改お
良り
員９就平

法役年

０

後後後前

昭の月退成

７７

時時時時
海
北
道 のの

告 祝 縦平１縦午

示 日 覧成月覧前

第 ３時９ に 期

関 間年日間時

は
て刻 っ時 あ店

９まか

２３

出成出縦北北北

届平届
書覧海海海 年

後後

午月年等場道道道

縦済志志

前日８の所経

エ
刻
時
店
開

７月

駐１荷

大
規来 廃

模客時車かさ

物小が間場所ば

棄

荷
さ
ば 台

任 和就
任日年

年及月

法び日

の理監別理

第任
律退

届事事

あ 第が ）出・の事 号
っ氏木

す

第た澤 条
号

を午

る 月でら

法
く５

律 日除後

昭 金。時

和 ））

か分

律 成
法 平で

年 らま

第
年
１

覧部支支 時

済

ら域小経

か日地庁庁

課工商

後業商部

午産樽

で事働

ま働労

時労工

７

自施

等売駐のき

所
務課

車に

保舗場動設

の店車

出い

施施利のお

管のを

口荷

ののす入て

設設用

数ば

量営このさ

容運る
き行

にでを

法がき

方と

。

積
面

の
設
施
き

関

清
知 に住空 定

規
の名人 項

知富 、道上 り海郡 よ北

基 土堀町 野野 良事良 富

）
月号

規
日に

日
で休

まる
）す
月定

日に
曜び
日並

、

間と

る時こ

するう

土月

帯
間

時
る

き
で

項帯が

事

七
六

良北 改線 地

達

、所 ら也 か号 区

曜
民年

国翌
びら

及か
日日



同同同同同

平
成
十 同同同同同

三
年
九

北 海

同同

任
退同同同同同同

同同同同同

道 公 報

同同同

同同同同同同同

同同同同

第

同同同同

同同同同同同

同同

号

成
平同同

任
就同同

月
二
十
一
日 同同同同同

金

田引曵川本

土船船宮梅

曜

栄武敏隆哲

長徳

事
理同同同同同同

川保沢尾島

萓尾北久米

同同

利恒英孝榮
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木海

土北

広

の

え
備堀

に
所

車 道道

間 の
間場 の

おお
及 ににに 間

号号線

るる道る
道 けけけ

び お
帯

道
海

北

八
〇

算達

の起

面ら

小
道
海

北

国重

の３

てて也

立し

埋 達

い
置

の間
と区

等複
道

業
現
木

土
広

示
告也

、
て

所
業

現
木

土
樽

所
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成 ロハニホヘト

十 のののののの

三 地地地地地地

年 点点点点点点

九

北 海

４

地

関の

にイ

て
立位区

埋
工

る置域点

す

道 公 報

面

地地地地地

ののののの

点点点点点積

第

３
表立

代位区

埋
域置域点

氏地

の区の

者
名

号

１２

所

月
年願 の

願名住

出出
日者称

月
二 分イロハニホヘ

十 のののののの

一 秒地地地地地地

日

かかか

の点点点点点点

らららららら

方かかか

方方方方方方

向
向向向向向向

金 角角角角角角

の曜 度度 地度度度 度

事

点

次の３ の檜

級 施山番番の地
基 行郡、２イ点

、のと準 区江

地を点＝ 域差番
、かん
３－ 町、番点結

字－ らだ 泊番
町、番ソ線

、のに １北 地よ 番番緯 ２、番点っ、

分
ののののの

秒地地地地地

の点点点点点

ららら

＝方かかかかか

方方方方方

－向らら
向向向向向

角角角角角

の度 地度度度度

及次の３
、点

北檜

点
級 海山番びの地
基 道郡１
地地を
準 知江、番のと
点 事差
２のかん
３ 町番先点結

泊、公らだ－ 堀字

線 有 町

面地よ北 達６番水のに
点っ緯 也番、
、

道市

成海幌

平北札
北

月区

７央

年中
丁

６
西

条

日３

日 分分 分分分 分

秒秒

ののの ののの 秒秒秒 秒

向 向向向 方方方 方方方

向向

の

地点 地地 ののの地 のの

及まて

点点点 点点 地地

、

＝ ４番びで囲度

をま 番１
１、番順れ分－

地次た 、
４番先に区秒

番２並結域

２、びん
にだ、） 、
番、番及

か 東 ６番１線
２び

ら 経

、方 ７番イ

番、の度向

分 分分分分

＝秒
のののの の －秒秒秒秒

方 方方方方 向 向向向向

）

地地 地 らのののの の か

て

向点点点点 点 方地地

７番ま

番、で囲度

をま 、
９番順れ分

番１次た

、、に区秒

結域

番番ん

、線

、２だ、
東

及経 番
、番び

、

の度

２験

目

番

北

建項事 海

の務平 道

規を成

築
告士
定行 示法
にう年 第

よ事９ 昭
り務月

角 地 、

分 ９番点

番１と度

、、ソ秒

施設変変

２３４５６７

行認認 更 業 務立更

事事
地年年 行 の可の可 施 所

角

在月月 期内 所

度

画１ 北

土整

５

海

理平組 道

組成

地 埋

告合 立区
合 示 地画
の年の 第

事９ の整

名 理
業月 用

、番地

、点分

と 番

秒 、番

のの

ヲワカヨタレソ
面

地地地地地

ののののの のののの

チリヌル
地地和 地地地地

、所 号

律道在

法海所

年北の日

定の

第指地
試変

関届 第
機の ）験更 号
の出

区日容日

所あ の
住が 条

河平河南南平設平

地間
東成東１２成計成
の 郡条条 郡

要９

音年音１６年概年

目月及月

更９更丁丁９

町月町目

び 宝、の 宝

部金

来日来南一日資日

法

１ら１条計

南か南１

称 計 号 途
漁変音

和の
昭画日

認南

法 施を町

年 港更更

地し来

第 用可宝

律 設

た土

点点積

画 第

区 ）
。地 号

点点点点点

ルヲワカヨタレ

ののののののの

地地地地地地地

点点点点点点点

ららら

かかかかかかか

方方方方方方

らららら

角角

向向向向向向向

方
角角角角角
４

のの

トチリヌ

点点点点

点点点点

地地地地

のの
方方

らららら

かかかか

角角角角

向向向向

方方

並っ
級 に

二 号
に。 ５
びた 第

道 準
士海 て
築北 い
建 お

試

八 験知 用

一

び 法
及堀 同

務 る
事事 す

２成３丁の

条平条２画

丁目変 丁

１

１３か南

目年目、更

南条

番月ら

地

及

で５目

ま条丁

日１６
全２
の南

目び
丁

整
北 規

の
項

合 １

組 第

理 条
次

、

事 り

知 よ

道 に

海 定
の

堀

度度度 度度度度
分分分 分分分分

ののの秒秒秒 秒秒秒秒

方方 方方方方ののの の

向向向 向向向向方

地地地ののの のののの

度度度度

地地地 地

分分分分
方方

のののの

秒秒秒秒

向向向向

方方

第

点地地地 地ののの の

木
造

第試
士也 ４
築 の

建達 条

宝か
に目

び丁
並１

部条

区

也 地
土

達 り
お

と

来ら

点点点点点点 点点点点



平、部

は興

成次農平

の次務成

年合の課

月者格備９

８格合に年

名者え月

日簿名置

及の簿い日

北 海

バ会バ株会ふあ
要

概
４

道 公 報

た平事日場

っ
あ１２３

。成
月

９件時所

年

平次職道 日

第

を

東変平鉄為
私行

３議
連行

京更成総

都の
央月９海旨

中年年北う
地労

区日月道、

京
橋日方働

号

更京更

変東変

１２

平後都後

成の中の
十北央二
三海区級
年道京建
九

おは縦

びと」て

指橋築

供

９で省に

年り、覧

同
るしす

月あ略

施の）

実そ。

日。、る
北

成を

平簿

の名

、のゆ

ス社ス式社らら

函式社美バる

株、株会

株の

会館会、鉄ス形

式

、寒ス式争

社バ社阿バ

行

宗株根バ株会議

、ス

株会、為

谷式室ス式社
を

バ会交
株会、あ行

ス社通式社

。

式道式社てさう

株、
会北会、んで

成の場南

会バ 年

お式

暖９に株

度年社ス

い会

房月
手

私旭

の午、、

当日て社

方時総電

渉０鉄川

交前

労関

確降北軌

式以連気

丁働係

２

公

合整

目組調

１行

番執法
員和

号委昭
長

治第
公律

藤法
佐年

月定２士

二試丁試

十験目験

一事 機

日

木

住号び

の１及

関番務
造

所

金

築
建

曜

海政

北農

度道

年海

試
士

知

良業道

改農海

道部北

資及堀

員課

及良事

普改

社北てん

験支

試各

格び

北道バ

、ス、海つ

社バ
道殖株

走式海拓ス

網株
見ス会

ス社北バ式

バ会
ス式、

式夕バ株社

株、
式社都

社鉄株会北

会張
社名通

く株会、交

、道

本海道
ろ会、士株

し式

会

び題地式

並問道株

立

働、

北要決労社

に解方
合式

道実至組株

海求に
組社

事にまの会

知現る
期員ょ

堀すの合じ

関で
争従て

係間がう

る

か
、）

ら号

表平第
成
条

の
月項
９１
年第

のよ
次に
、定
日規

日

の
所
務
事
う

行
を

務
事

験

業也

合農

の庁達

地
在
所

２
者振

格

イ業

加プ体基

参アイウ

海動くン務

資ロ北活づ

の

及ー道促法タ用

格ポ

社士バ式

びザ内進人ー

北軌株社

ス、別ス会

バ
式紋道式、

株

行成
履平

オカキクケコ

ダ事デデデそ

イ業ーーーの期
上３

レ周タタタ他限年

す、

達事つ

ク知ベベ更

全勝

也る十

委こと

と造こアイウエ

加託のと登登登上

し・
イ工す事し録録録記

て

か

ン業る業、申事抹ア

とる
タの業の公込項消

１

争が
り知
お通

成務事事最

の平業業

次
と

概業終百 業 お

名容費店

り年要内消貨

法格ネホ

ロ月財、

プ９

定の本をッー

選ルに

すをペ

基提部平有トム

る活ー

準出又成

者は
法とし作

に営年こ用ジ
商に

求拠律。た成

要業

情す

れを７品関

さ点第

提技

資き）報る

る置号

ト用ーー新記月

格、若

メパスス作ア

索手ら

ーンの検業か日

ルフ作

書ま）

送レ成・引ケ金

付ッ表

用トテ示で

宛キ機原の

ト付デ務

名原ス能稿業
タ附

ベデ・きーに

ラ稿

フ随

ルー画

務実募書変届ら
のタ像

ネー施型更出ウ

ーマ

出で

ッケにプ原届書ま

トテ当ロ稿

稿様

経ィたポデ書原の

由ンりーー

ーに

でグ、ザタ原デ式

ァデタ係

検活緊ルフ稿

地式イーフる

索動急方

閲支域にルタァ記

・を

ル要

覧援雇よ）フイ入

をス
です用りのァ

ポ

ー

ザ産造パ

ー日道製ー

情加マ

ル品・
るッ

画提すケ

企報工ー

書業内、

案事道ト

提供

提か店

の業門

）企専

公

関び

つくに及

かし供術

利会る般

営社す一

、は

をア

人祉見な

法福知的

あ有プ

で法

こー

こ和るケ

る昭すリ

と

ァす

は法。ョ

又年とシ

イる

作フデ

）務

イタ文ル業

成ァー
成作作

）作のの

ルの書

領

）
力
成入

作・成成

の

成ルの

きる特委作イ）

る。別託
者の成稿

シ対業）作原

決成ー

テ推を作デ

ス策

構業すフ

を事定タ

ム進
てル

すし。イ

築とるァ

に業作

とのの

こ次）

る
売

要品小

を商の

出ら等
登び

るの及

す報業

請情
募業

道を売

海録卸

。北

の

堀、け
し向

事集）

知

主

告

八
二

フ

定第ソ

特律ン

非

成

団に利

利）の

営号ト

内す

道託

、委

りを

よ務

ベ

達通タ
流ー
にデ

製る 企ス

也係ー
関
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交手参平提持の
そ

平 付交加成出参他

成 場す 場以表

十 所外明年所る

三 はこ はの書

年 、交及月、と

九 付び

北 海

ロ成る付

プ平す交

イ関
法時

平会札北

成幌海ポ

場市道ー年律間

年中庁ザ９は
和前

９央赤ル月昭午

月区れ説

道 公 報

３

ロ開

続担郵北電プ

手ア

道番ポ催

道等当便海話

品局号経号ー日

産部番

の済ザ時
ル 部 利
用－地－参

第

業業企企事

企
アイウエ

規該務務画画業

画新当

行

案雇業処に提提を

提

ののう

は用務理関案案

力す妥内た

、者に能連

次の係

号

託ポ

者事委ロ

用てプ

エ
す実のザ

対の費ー

に業

ル る施
教に％の

月 に及プ日に郵

二 同びロ同送

十 じ参ポ水じ等

一 。加ー）。は

日

５）

予ル後可

をザ午不

る出必

す提時。

定の

金

者期
業時着

曜

外提
以、

９ 北ん明日

日３が書年時

条庁の金法か

か第午

水西舎交）律ら
後

）６２付

午丁階期ら

５ 号 前目第間
３、月時 ）

会所日で に 時号場１ま
定 ら議及規 か

加

る 時方）す ２室び月

域 促

希 産－ 進
に業望
者 関札課

に
線 考中す 内 る市対

す幌

説

え央る

方区

会

北－明

３

の

るる当容め

は 西開 又 条

使

事出新知性のに

の創

す

を雇と実用

項規見充
道

査の術等る

審用技度

とす品

、生有産

し発を

え

的務こ考

合業るの

総

伴以特
判了等方

に終と

準

可新を基

がう上定

育

き

知雇で

なの保

能規確
雇と

有びこ

を及る

見用
と会

こ機
る用。

す

日

はび
付及

交所
の場

へ出 間法ま

。
い
な
わ法
行方

を 度日 程で休
曜
日） 、。 日く 曜除 土

６催

民
国
び
及
日

丁

用

。雇

る再

すの

断後

目

に
出

創
。の

等
性
能
可
の

、
が
合
割
の
費
務
労
る

係

北

次

６

海

の 道

と

申

教

お

請

育

り

者

庁

一

の

胆

般

住

振

１２３４５

に
日
祝
の

所

関成
の平指指道道道

そ

定路路路 係
月年ののの 面９

図年定

の
は

北

建位 海

置 道

を
築
渡

指
基 詳

島

定
準 集細

支

し
法 合は

庁 時、

た 告 刻プ

平会札北

ヒ参行
をアイ

表。催成幌海

ア加う開

場市道

リ
ン明日

し
と
則
原

グ書時年中庁

契要本３
係じ

作に同

書務に

約業

競

成

教

争

及

育

入

び

局

札

氏

告 名道

に 示 教よ 第
育り ５

落

山株

号 越式庁 郡会札
胆

雲を

八社者

振 町加決

教

番

東納定

、

置員長

雲
八日月位幅延

備
に
町号日

え第平山
成越 置

郡 い－
月町

、号９雲

て３年八
立

一
般

。
昭
示和 にロ

第 つポ

年 いー

号 てザ支

別明

第 、説

律 はル

法

途書

号 庁

する第

知よ）

通に
るこ

央別
。と条

の及

北地

実び月区館

施プ
ポ条１

ロ日３下
丁会

ザ）７大

ー月西階

。

た
し

出
提室

を目議

ル

工し

口
窓

否会

要照

のる

雲育 町務た

局 店。

番告 地代

示

取
の表

役
締

八
三

の日岩

昭
納

加

縦
す道、 供海９ に北番 覧
る渡

。島番

支

第

泉
長
庁

告

５
第

項
１

。

示

者

次
、

り
よ

に
定

規
の

号

ル
ザ

ー
ポ
ロ
プ

、
し
対
に

お
と

の

雄
睦

川平

す
関
に

グ
ン

リ
ア
ヒ
る

路
道

り



第第

機い ２ にのろ １

関ず 条 規情に公 条

の条定か

定報よ開がれ

開。対例めに

北す公る

当

道北に象第る該

海る

も 情海係）

公事第る

報道る条のす

公

北 海

海
北

北

趣 道

北旨

海平

公

海）

道成

安 公

道 委

公

安年

員

安

委９

会

委

員月

規 会

員 則 の日

道 公 報

５６７

般成約名所

契一一平契
に在

約般
の競競
入北す

相争争年関称地

事北北

方札札海る

手入
決公教務海海

をの道

第

２３４

パ落平落落

ー札成札氏住札

者金 ソを
７氏円 ナ決年の名所額

及日東

コし月名

ル定
ンた
ピ日日び本京

号

成札

平落
１

平に

成年係
十９る
三月物
年品
九日等

の項下安

開安務１以公

例員処の委

条委
会理道出員

平にが資会

い資人所

成以つ出法の

下
年てそ等管

、他と属

北公はの」に
うる

道委別のいす

海安
例会定政。民

条員に財

会 第

の

所
管 道

所 号

属管

に

公

る属

すに

安

資る

出す

委

人資

法出

員

の北人

等法

会

室

定告育を道道
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